
 

１．はじめに 

当分野は、歯科で用いられる様々な材料や機器に関する基礎研究と教育を通して歯科医

療へ貢献することを目指しています。特に、歯科用 CAD/CAM システムや CAD/CAM用材料、イ

ンプラント材料、骨代替材料など、先進歯科治療に資する先端機材に関する研究に力を入れ

ています。 

 

２．研究紹介 

 歯科治療ロボットの開発 

歯の形成から修復物製作までの全行程をデジタル化した新しい歯科用 CAD/CAM システ

ムの開発を目指し、歯の切削を自動で行う歯科治療ロボットの開発を行っています。 

 バイオセラミックスの開発と評価 

歯科用ジルコニアやガラスセラミックスの機械的性質等の評価や抗菌性を付与した新

しいジルコニアの開発を行っています。 

 骨代替材料の開発 

リン酸カルシウムと 3Dプリンタを用いた骨代替材料の研究とドラッグデリバリーシス

テムの研究を行っています。 

 人工知能を用いた読影アシストシステムの開発 

X 線画像データを基にした畳み込みニューラルネットワークやコホネンの自己組織化

マップを用いた読影アシストシステムの開発を行っています。 
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３．連絡方法 

質問や相談、研究室見学を希望される方は、研究室に直接来ていただいてもかまいません

が、授業や会議等で不在のこともありますので、事前にメールでアポイントを取っておくと

良いでしょう。興味のある方はお気軽にご連絡ください。 


